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高村　忠範

▼
「
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
を
」
保
団
連
理
事
会
が
学
習
会
  …
…
２
面

▼
北
か
ら
南
か
ら（
茨
城
・
東
京
・
神
奈
川
・
山
口
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）  …
…
３
面

▼
保
団
連
患
者
受
診
実
態
調
査
結
果
  …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
面

▼
「
消
費
税
で
大
企
業
に
利
益
も
―
輸
出
戻
し
税
の
仕
組
み
」  …
…
…
６
面
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崖
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崖
崖

　
同
一
路
線

に
J
A
L
と

A
N
A
両
社

が
運
行
し
て

い
た
ら
、ど
ち

ら
の
チ
ケ
ッ

ト
を
買
う
か
。

私
の
周
囲
で
は
A
N
A
を
選

ぶ
人
が
多
く
、そ
の
理
由
に
安

全
性
と
過
去
の
不
祥
事
を
挙

げ
る
。そ
の
安
全
性
を
さ
ら

に
損
な
う
事
態
が
進
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
▼
J
A
L
は

　
月
　
日
、パ
イ
ロ
ッ
ト
、客

11

15

室
乗
務
員
合
わ
せ
て
2
5
0

人
の
解
雇
を
発
表
し
た
。希

望
退
職
へ
の
応
募
が
目
標
を

下
回
っ
た
と
理
由
を
述
べ
て

い
る
が
、組
合
側
は「
削
減
目

標
人
数
は
水
増
し
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、既
に
達
成
さ
れ

て
い
る
。こ
れ
以
上
の
削
減

は
違
法
で
あ
る
」と
述
べ
、解

雇
は
空
の
安
全
を
損
な
う
と

主
張
し
て
い
る
。こ
の
解
雇

に
お
墨
付
き
を
与
え
て
い
る

の
が「
企
業
再
生
支
援
機
構
」

で
あ
る
▼
一
方
、全
国
の
社

会
保
険
病
院
、厚
生
年
金
病

院
な
ど
の
売
却
・
廃
止
を
進

め
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
の

が「
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施

設
整
理
機
構
」で
あ
る
。医
療

崩
壊
に
一
層
の
拍
車
を
か

け
、医
療
の
安
全
性
を
損
な

う
愚
策
を
進
め
よ
う
と
す
る

も
の
だ
っ
た
が
、住
民
の
反

対
や
政
権
交
代
に
よ
り
凍
結

状
態
に
な
っ
て
い
た
。し
か

し
今
年
9
月
ま
で
の
設
置
期

限
が
2
年
間
延
長
さ
れ
、売

却
・
廃
止
の
危
険
は
去
っ
て

い
な
い
▼
国
が
設
置
す
る
さ

ま
ざ
ま
な「
機
構
」と
空
や
医

療
の
安
全
性
の
問
題
、監
視

を
続
け
な
け
れ
ば
。（
佐
）

（ ）1

　2011年新年特集号への「会員投稿」を募
集しています。テーマは自由です。俳句・
川柳・詩・随想・写真など。また、カラー
紙面を充実するため写真、絵手紙、漫画な
どを歓迎します。
　掲載は1点のみとなります。
　住所、氏名、年齢、ＦＡＸ・電話番号は
必ず明記の上、下記にお送り下さい（ＦＡ
Ｘ番号は著者校正用に必要ですので、ご協
力下さい）。

　あて先　渋谷区代々木2‐5‐5　
　　　　　全国保険医新聞新年号募集係
　　　　　FAX：03‐3375‐1885
※締め切りは12月8日（水）
※字数は600字以内を厳守して下さい。
※掲載の可否は編集部で決定します。
※採否の連絡と原稿等の返却は致しません。

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集新年
号

雇
用
低
迷
、
賃
金

抑
制
で
健
康
被
害

　
　
月
　
日
に
開
か
れ
た
保

11

11

団
連
と
マ
ス
コ
ミ
と
の
懇
談

会
で
、竹
崎
三
立
副
会
長
は

「
雇
用
の
低
迷
、賃
金
の
抑
制

な
ど
が
健
康
被
害
や
命
に
か

か
わ
る
深
刻
な
事
態
を
生
み

出
し
て
い
る
」と
、受
診
実
態

調
査
の
結
果
を
報
告
し
た
。

　
経
済
的
理
由
に
よ
る
受
診

中
断
で
死
亡
に
至
っ
た
事
例

が
紹
介
さ
れ
る
と
、
出
席
し

た
記
者
か
ら
は
驚
き
の
声
が

上
が
っ
た
。

　
今
回
の
受
診
実
態
調
査
に

は
、
全
国
9
6
7
7
の
医
療

機
関
が
協
力
す
る
大
規
模
な

も
の
。
集
計
後
も
回
答
が
寄

せ
ら
れ
、
協
力
し
た
医
療
機

関
は
1
万
を
超
え
た
。
患
者

の
受
診
実
態
に
対
す
る
医
療

機
関
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

　「
主
に
経
済
的
理
由
に
よ

る
患
者
の
治
療
中
断
・
中
止

を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
の
は
　
・
7
％

38

の
医
療
機
関
に
上
る
。
特
に

歯
科
診
療
所
で
は
　
・
3
％

51

と
半
数
を
超
え
た
。

　
ま
た
　
・
1
％
の
医
療
機

43

関
が
「
医
療
費
負
担
を
理
由

に
検
査
や
治
療
、
投
薬
を
断

ら
れ
た
」
と
し
、　
・
2
％

48

が
「
未
収
金
が
あ
る
」
と
答

え
た
。

　
懇
談
会
で
発
表
し
た
受
診

実
態
調
査
の
結
果
は
、
翌
　11

月
　
日
付『
朝
日
新
聞
』、『
メ

12
デ
ィ
フ
ァ
ク
ス
』が
報
じ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
各
保
険
医
協

会
・
医
会
が
取
り
組
ん
だ
実

態
調
査
の
結
果
は
、
多
く
の

地
方
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上

げ
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
受

診
抑
制
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

が
報
道
さ
れ
る
な
ど
反
響
は

大
き
い
。
埼
玉
、
愛
知
、
兵

庫
で
は
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

番
組
で
も
報
道
さ
れ
た
。

患
者
負
担
の
大
幅

軽
減
は
急
務

　
懇
談
で
住
江
憲
勇
会
長

は
、
今
回
の
調
査
結
果
か
ら

「
各
保
険
制
度
へ
の
国
庫
負

担
を
増
や
し
て
患
者
・
国
民

の
保
険
料
負
担
を
引
き
下
げ

る
と
と
も
に
、
早
急
に
高
齢

者
や
子
ど
も
の
窓
口
負
担
を

な
く
す
な
ど
、
患
者
窓
口
負

担
の
大
幅
引
き
下
げ
が
必
要

な
こ
と
は
明
ら
か
」
と
し
、

「
国
は
社
会
保
障
の
責
任
を

果
た
す
べ
き
だ
」
と
強
調
し

た
。
そ
し
て
、
保
団
連
と
し

て
現
在
、
患
者
負
担
の
大
幅

軽
減
な
ど
を
求
め
る
請
願
署

名
の
取
り
組
み
を
強
め
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
こ
の
日
の
マ
ス
コ
ミ
懇
談

会
に
は
、
朝
日
、
毎
日
、
東

京
、
日
刊
医
療
新
聞
社
、
日

本
歯
科
新
聞
社
、
じ
ほ
う
な

ど
8
社
が
参
加
し
、
保
団
連

か
ら
住
江
会
長
、
宇
佐
美
宏

歯
科
代
表
、
竹
崎
副
会
長
、

杉
山
正
隆
新
聞
部
長
が
出
席

し
た
。

　　
保
険
業
法
再
改
定
法
案
が

　
月
　
日
、
参
議
院
本
会
議

11

12

で
可
決
し
、
成
立
し
た
。

　
　
月
　
日
の
保
団
連
理
事

11

14

会
で
住
江
憲
勇
会
長
は
、「
5

年
間
の
ね
ば
り
強
い
運
動

が
、
自
主
共
済
の
救
済
に
道

を
開
い
た
。
全
国
の
協
会
・

医
会
の
会
員
、
事
務
局
の
総

力
を
挙
げ
た
奮
闘
に
感
謝
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
今
回
の
改
定
は
、
保
険
業

法
に
特
例
を
設
け
、
自
主
共

済
を
当
分
の
間
継
続
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
。　
年
の

05

保
険
業
法
改
定
で
継
続
が
困

難
と
な
っ
て
い
た
、
保
団
連

の
休
業
保
障
制
度
を
含
む
多

く
の
自
主
共
済
が
、法
人
格

の
取
得
な
ど
を
条
件
に
継
続

で
き
る
こ
と
に
な
る
。今
後
、

政
省
令
を
整
備
し
、半
年
以

内
に
施
行
さ
れ
る
見
通
し

だ
。
　
保
険
業
法
を
め
ぐ
っ
て

は
、　
年
の
改
定
で
、「
会
員

05

同
士
の
助
け
合
い
」と
し
て

非
営
利
で
運
営
し
て
い
る
共

済
制
度
を
保
険
商
品
と
同
列

に
扱
い
、規
制
が
行
わ
れ
た
。

自
主
共
済
の
継
続
は
困
難
と

な
り
、既
に
制
度
廃
止
に
追

い
込
ま
れ
た
団
体
も
あ
る
。

　
保
団
連
で
は
こ
の
間
、仲

間
同
士
の
助
け
合
い
と
し
て

非
営
利
で
運
営
す
る
自
主
共

済
は
保
険
業
に
は
当
た
ら

ず
、保
険
業
法
の
適
用
除
外

と
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。

他
の
自
主
共
済
を
運
営
す
る

団
体
や
、世
論
に
呼
び
か
け
、

運
動
は
全
国
懇
話
会
と
　
都
33

道
府
県
で
の
懇
話
会
の
設
立
、

2
3
8
自
治
体
で
の
意
見
書

採
択
、
1
8
0
万
筆
に
上
る

請
願
署
名
に
広
が
っ
た
。

　
住
江
会
長
は
、「
問
題
点
を

訴
え
続
け
た
こ
と
が
、
政
治

を
動
か
し
た
。
全
国
で
の
幅

広
い
団
体
、
国
民
と
の
共
同

の
成
果
だ
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
今
後
に
つ
い
て
、「
会
員

の
尊
い
財
産
で
あ
る
休
業
保

障
制
度
を
守
り
抜
く
」と
し
、

原
状
復
帰
に
ふ
さ
わ
し
い
政

省
令
と
す
る
よ
う
働
き
か
け

を
強
め
る
と
し
た
。

休
業
保
障
継
続
へ
道
開
く

保
険
業
法
再
改
定
法
が
成
立

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
　
月
　
日
、
東
京
の
保

11

11

団
連
会
議
室
で
マ
ス
コ
ミ
懇
談
会
を
開
催
し
、「
受
診
実

態
調
査
」
の
最
終
集
計
結
果
を
発
表
し
た
。
経
済
的
理

由
で
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
て
い
な
い
深
刻
な
実
態

に
、
記
者
か
ら
は
一
様
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
（
受

診
実
態
調
査
の
最
終
集
計
結
果
な
ど
関
連
記
事
4
面
）。

 生
活
苦
か
ら
健
康
被
害

　
  受
診
受
診
抑
制
抑
制
の
実
態
深

の
実
態
深
刻刻

受診実態調査について報告する住江会長（中
央）、宇佐美歯科代表（左）、竹崎副会長（右）

受診実態調査

　
保
団
連
は
　
月
　
日
、
中

11

18

央
行
動
を
行
っ
た
。

　
要
請
は
、
自
主
共
済
の
実

態
に
即
し
た
政
省
令
制
定
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
に
係
る

事
業
税
非
課
税
措
置
存
続
に

つ
い
て
、
政
府
税
制
調
査
会

委
員
を
務
め
る
小
宮
山
洋
子

厚
労
副
大
臣
、
鈴
木
克
昌
総

務
副
大
臣
、
山
根
隆
治
民
主

党
副
幹
事
長
ほ
か
、
衆
参
の

関
係
議
員
に
要
請
し
た
。

　
事
業
税
非
課
税
措
置
の
存

続
に
つ
い
て
は
、　
月
　
日

11

16

の
政
府
税
制
調
査
会
で
「
判

断
保
留
」
と
さ
れ
、
厚
労
省

と
総
務
省
の
間
で
折
衝
が
続

い
て
い
る
。

　
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ

れ
ば
一
般
診
療
所
で
1
1
8

万
3
0
0
0
円
の
増
税
と
な

り
（
日
医
試
算
）、
診
療
所
の

経
営
に
大
打
撃
と
な
る
。

　
三
田
温
保
団
連
理
事
（
経

営
税
務
部
長
）
は
挨
拶
の
中

で
、「
非
課
税
措
置
の
廃
止
は

地
域
医
療
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
」
と
し
て
要
請
の
強

化
を
呼
び
か
け
た
。　

社保診療報酬に係る事業税

非課税措置の存続を
厚労、総務副大臣に要請




